
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

【平成24年4月-12月授与分】博士学位論文内容の要
旨及び審査の結果の要旨

https://hdl.handle.net/2324/26196

出版情報：2013-03-29. 九州大学
バージョン：
権利関係：



― 434 ― ― 435 ―

いそ   べ りょう  こ
氏名・（本籍・国籍） 磯　辺　量　子（福岡県）
学 位 の 種 類 博士（歯学）
学 位 記 番 号 歯博乙第１０８号
学位授与の日付 平成24年6月30日
学位授与の要件 学位規則第４条第２項該当
学 位 論 文 題 目 根管治療における超音波根管洗浄法に関する研究

　―模擬根管を用いた流れの解析―
論 文 調 査 委 員 （主　査）　教　授　　野　中　和　明

（副　査）　教　授　　横　山　武　志　　　教　授　　前　田　勝　正

論 文 内 容 の 要 旨



― 436 ― ― 437 ―

業中または作業後に，抗菌性や組織溶解作用を有する薬剤を用いた化学的清掃が必須である.

化学的清掃における根管洗浄液の撹枠手段は，手動式と機械補助による方法に大別される.一般

的には，前者の洗浄用シリンジによる方法が広く用いられているが，複雑な根管系の残濯を除去す

るための洗浄効果は十分でないとする報告も多い.一方 後者としては超音波や音波を応用した振

動に基づく方法など各種の装置が開発されており，その有効性が指摘されている.

超音波を根管洗浄に応用する際の作用機序は 超音波用チップが根管壁に直接触れる場合

(simultaneous ultrasonic instrumentation， UI)と触れない場合 (passiveultrasonic irrigation， 

PUI)で異なっている.UIはチップを故意に根管壁に接触させることで根管拡大と洗浄を同時に行

う方法であるが，超音波用チップの動きを狭小な根管内でコントロールすることは難しく，結果的

に根管壁の不規則な形状や根尖近くでの穿孔を生じる危険性がある.一方 PUIの概念は 1980年に

Wellerらによって初めて報告されており，その洗浄メカニズムは，根管拡大後に洗浄液を容れた根

管内において超音波用チップが自由に振動することで，根管内に微小な流れやキャビテーション現

象が生じることによると考えられている.しかしながら， PUIの清掃効果の作用機序，あるいは洗

浄効果がどの範囲に及ぶかなどに関しては不明な点も残されている.本研究の目的は，高速度撮影用

カメラを用いて，超音波根管洗浄器具を使用した際の模擬根管内の流れなどを観察することで，臨床に役立つ安

全で効果的な根管洗浄法を見つけることである.

初めに，高速度撮影用カメラを用いて，水中での超音波用チップの振動の様子を観察した.太さ

が異なる超音波用チップを水中に沈め，超音波出力を変えて撮影し，チップの移動量を計測した結果，

細いチップほど，また出力が高いほどチップの振幅は大きいことが明らかになった(図 1).このた

め，拡大サイズの小さい根管で洗浄操作を行う場合，細いチップを高出力で用いると，根管壁の不

要な切削や穿孔が生じる危険性があることが分かつた.
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図1 チップ先端部の振幅
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図2 側枝とチップ位霞による洗浄効果の比較

次に，蒸留水を容れた直径 lmmの透明度の高いガラス製模擬根管模型内で，超音波用チップを

振動させ高速度撮影することにより，キャピテーション気泡が発生する様子を観察した.その結果，

キャピテーション気泡は チップの先端および先端から約 3mm上方の共振点を中心とする領域に

観察された.すなわち，気泡の発生はチップの振動に伴う左右への移動距離の大きい部位に限局し

ていたことから PUIにおけるキャピテーション気泡の役割は限定的であると考えられた.

さらに，模擬根管模型内において超音波装置による洗浄効果に直接影響すると考えられる水の流

れの可視化を試みた.先端部が 180#40に相当する根管形状のアクリル樹脂製の透明模擬根管模型

に，平均粒径 10μmのガラス製微粒子トレーサーを含む蒸留水を注入し，超音波用チップの先端を

模擬根管の底部から lmmまたは 5mmの位置に設置してチップを振動させた.その結果，根管底
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
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および5歳の上顎石膏模型を用いて、上顎歯槽弓形態を比較した。口唇形成後に上顎歯槽弓前方幅

径と歯槽弓長径が減少し、歯槽弓の collapseを生じたが、 Hotz床は collapseを防止する効果があ

った。 LA併用群ではHotz床の効果は認められなかった。口蓋形成術後は 3群とも同様の成長変化

を示した。 (2)5歳時の校合関係に及ぼす影響 :5歳時の上下顎校合模型を用い、 5・year-oldindex 

とHuddartcrossbite indexにより岐合状態を検討した。 5・year-oldindexによる評価では、 Hotz

床使用群は他の 2群より校合状態良好の症例が有意に多かった。 Huddartcrossbite indexでは 3

群とも交叉咳合の傾向にあったが、 Hotz床使用群のスコアは他の 2群より有意に低く、交叉畷合の

程度はより軽度であった。歯列模型の計測では、上顎乳犬歯咳頭間幅径と第一乳臼歯頬側唆頭間幅

径において、 Hotz床使用群は他の 2群より有意に大きかったが、下顎の計測項目では 3群聞に差

はなかった。 (3)5歳時の口唇外鼻形態に及ぼす影響:口唇形成直後と 5歳の顔面正面写真上で口

唇外鼻形態の対称性を検討したところ、口唇形成直後も 5歳時でも全ての計測項目で 3群聞に差は

なかった。以上のことから、 Hotz床は口唇形成術後の上顎歯槽弓の側方および前後方向の collapse

を防止するが、 LAはHotz床の collapse防止効果を消失させることが明らかになった。 Hotz床も

LAも口蓋形成後の上顎歯槽弓形態の変化には影響を与えず、口蓋形成時の歯槽弓形態の関係が 5

歳時の唆合状態に反映されていた。口唇外鼻形態には、 Hotz床も LAも影響を及ぼさないことが明

らかになった。

本研究は、片側性完全唇顎口蓋裂治療における Hotz床と LAの効果を臨床的に明らかにした貴

重な研究であり、学位論文として、博士(歯学)の学位授与に値する、と判断された。




